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1個

4部屋 10部屋

項目 避難誘導灯・水銀灯のLED化率

3個

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 多言語対応ツールの導入数

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

LGBTQに配慮した更衣室、オストメイト
対応トイレの設置 2021年 0箇所
⇒2024年各 1箇所以上

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年度にBCP策定、2023年度に
訓練を実施

結果封入用プラスチックファイルをすべて紙製のものに切り替えた
ことで目標を達成するできた。

項目 バリアフリー化した宿泊室の数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

省エネ推進のため避難誘導灯や水銀灯をLED化する 現状（2025年） 更新時（3年後）

2024年度0％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

63.6％

前期の指標に対する実績

100％
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、そ
れぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）の
数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

BCPに基づいた訓練の実施の有無
2021年度未実施 ⇒ 2024年度実施
※2022年度中にBCP策定予定

前期の指標に対する実績

事業継続計画（BCP）の策定及び訓練の実施

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

防火防災対策委員会にて大規模災害等の発生を想定した事業継続
計画（BCP）を2023年２月28日に策定し、2024年2月22日に
訓練を実施し目標を達成した。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a お客様サービス向上委員会を中心に一つずつ課題を抽出し取り組
んだ結果、目標を達成した。

2022年度に多目的更衣室、オストメイト
対応トイレを各1箇所ずつ設置した。

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのま
ま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

事業所と人間ドック・健康診断、健康支援事業に関する契約を締結し、従業員の健康づくりのサポートを行います。市町村と
協力し、地域住民の健診・検診受診率の向上を目指します。また、それらを支える自施設職員に対して、労働環境の向上、研
修制度の強化を通して幸福度の向上を図ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

脱プラスチック化
結果封入ファイルのプラスチック使用率
2021年度100% ⇒ 2024年度0%

ユニバーサルデザインに配慮した環境整備

経済

環境

事業者名 日本赤十字社熊本健康管理センター

「Health for All, All for Health　～すべての人に健康を、健康に全力を～」という基本理念のもと、SDGsの達成に向
けて、すべての人が健康で安心して暮らせる社会づくりに力を尽くします。また、安定した経営基盤を構築することで質の高
い予防医療を提供し、地域社会との連携による持続可能な社会の実現に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

外国人が健診等をスムーズに受診できるよう多言語対
応ツールを導入する

高齢者や障害のある方が安全に受診できるよう宿泊室
のバリアフリー化を推進する


